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【
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【
司
会
・
古
沢
】
第
一
部
で
は
、大
変
貴
重
な
お
話
が
続
き
、多
岐
に
わ
た
る
論
点
が
出
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
第
二
部
で
は
、茂
木
栄
先
生
、

黒
㟢
浩
行
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
上
で
、
討
議
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
茂
木

栄
先
生
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

︽
コ
メ
ン
ト
１
︾

�

茂　

木　
　
　

栄　
　

　

今
、
四
人
の
先
生
方
か
ら
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
平
本
先
生
は
、
最
初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
の
ち
に
仕

事
と
し
て
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
と
い
う
種
類
の
異
な
る
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伝
承
施
設
で
勤
務
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
よ
う
な
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
懸
田
先
生
は
福
島
の
民
俗
芸
能
研
究
の
第
一
人
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
震
災
以
前
か
ら
の
蓄
積
が
大
変
多
く
あ
り
ま

す
。
震
災
後
は
実
際
に
被
災
地
を
歩
か
れ
て
、
震
災
以
前
の
姿
と
震
災
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
姿
、
そ
し
て
徐
々
に
復
活
し
て
復
興
し

て
い
く
、
そ
の
手
助
け
を
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
芸
能
の
復
活
を
遂
げ
て
い
る
地
域
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状
を

お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

上
西
先
生
も
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
福
島
や
他
の
地
域
の
神
楽
の
起
源
な
ど
に
つ
い
て
、
学
び
な
が
ら
交
流
し
、
芸
能
が
広
域
に
渡
る

価
値
を
学
ぶ
こ
と
で
伝
承
の
力
を
強
固
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

山
名
先
生
は
、
三
人
の
お
話
の
総
括
の
よ
う
な
形
で
、
民
俗
芸
能
の
伝
え
方
及
び
伝
承
館
の
復
活
に
関
す
る
問
題
を
実
際
の
お
話
を
交

え
な
が
ら
ご
報
告
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
質
的
な
問
題
と
し
て
懸
田
先
生
が
強
調
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
が
、
癒
し
や
心
の
復

活
と
い
う
こ
と
が
一
番
重
要
な
一
方
、
繊
細
で
難
し
い
心
の
問
題
へ
の
対
応
が
一
番
遅
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

私
も
福
島
で
は
久
之
浜
の
お
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
何
回
か
参
加
し
た
り
、
山
名
先
生
が
祭
祀
さ
れ
て
い
る
浜
下
り
祭
も
見
学
さ
せ

て
頂
い
た
り
、
豊
間
の
浜
に
下
り
て
い
く
浜
下
り
祭
な
ど
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
福
島
の
浜
通
り
に
つ
い
て
は
、
浜
通
り
と
い
う
言
い

方
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
浜
が
沢
山
あ
る
か
ら
浜
通
り
と
言
わ
れ
て
お
り
、
北
茨
城
か
ら
宮
城
ま
で
の
海
岸
を
何
度
も
往
復
し
ま

し
た
が
、
一
番
感
じ
る
こ
と
は
広
大
な
浜
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
つ
岬
を
越
え
る
と
更
に
浜
が
続
き
、
九
十
九
里
浜
が
幾
つ
も
繋
が
っ

て
い
る
よ
う
な
場
所
が
福
島
の
浜
通
り
で
す
。
こ
れ
は
北
茨
城
ま
で
続
い
て
い
る
自
然
風
土
で
あ
り
、
こ
こ
が
一
番
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
浜
に
は
浜
下
り
の
行
列
が
四
、五
月
に
山
か
ら
下
り
て
き
て
い
ま
す
。
一
覧
表
を
ご
覧
下
さ
い
（【
表
1
】
参
照
）。

　

浜
下
り
は
岩
手
県
南
部
の
気
仙
沼
か
ら
あ
り
、
福
島
県
で
は
四
、五
月
、
毎
年
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
十
二
年
に
一
度
や
七
年

に
一
度
な
ど
式
年
の
浜
下
り
も
あ
り
ま
す
。
表
１
に
浜
の
名
前
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
磯
部
浜
や
海
老
浜
、
烏
浜
、
同
じ
浜
に
は
幾
つ
も
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の
山
の
神
社
の
浜
下
り
が
あ
り
ま
す
。
請
戸
も
あ
り
ま
す
し
、
四
倉
浜
、
新
舞
子
と
か
、
薄
磯
、
小
名
浜
、
南
に
茨
城
ま
で
、
茨
城
か
ら

更
に
南
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
山
と
浜
を
繋
ぐ
お
祭
り
と
い
う
の
が
春
に
あ
り
、
芸
能
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

先
ほ
ど
懸
田
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
福
島
県
内
芸
能
の
分
布
図
が
あ
り
ま
し
た
が
、
浜
通
り
に
随
分
濃
厚
に
分
布
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う

い
う
浜
下
り
の
行
列
に
従
い
、
行
列
を
彩
る
賑
わ
い
と
し
て
た
く
さ
ん
の
芸
能
が
奉
仕
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
辺
り
の
浜
下
り
行
列
を
数
え

て
み
る
と
廃
絶
、
中
断
し
て
い
る
も
の
も
含
め
、
二
〇
〇
件
近
く
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
結
局
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
新
し
い
巨
大
堤

防
が
造
ら
れ
て
景
観
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
様
子
を
写
真
に
撮
っ
て
き
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
こ
れ
は
山
名
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
福
島
県
い
わ
き
市
の
大
國
魂
神
社
の

浜
下
り
の
途
中
、
御
旅
所
の
様
子
で
す
【
写
真
1
】。

　

次
に
こ
れ
は
久
之
浜
の
旧
堤
防
【
写
真
2
】
で
す
。
こ
の
旧
堤
防
の
上
に
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
を
行
っ

て
お
り
、【
写
真
3
】
は
旧
堤
防
の
上
に
慰
霊
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
【
写
真
4
】
は
、
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
奇
跡
の
社
と
い
わ
れ
て
い
る
久
之
浜
の
稲
荷
神
社
で
、
そ
こ
に
嵩
上
げ
を

し
て
地
盤
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

久
之
浜
の
お
祭
り
の
前
に
稲
荷
神
社
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
周
り
に
は
新
し
い
家
も
建
っ
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
す
【
写
真
5
】。
現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、【
写
真
6
】
が
現
在
の
稲
荷
神
社
で
、
周
囲
よ
り
も
少
し
高

く
な
っ
て
い
て
津
波
に
耐
え
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。【
写
真
7
】
は
諏
訪
神
社
で
、
左
側
の
駐
車
場
も
綺
麗
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
館
と
い
う
公
民
館
【
写
真
8
】
が
新
し
く
で
き
、
こ
こ
は
今
や
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、【
写
真
9
】

の
よ
う
な
新
し
い
久
之
浜
・
大
久
地
区
の
観
光
マ
ッ
プ
の
看
板
も
出
て
い
ま
す
。【
写
真
10
】
が
久
之
浜
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
す
が
、

か
つ
て
は
被
災
に
よ
っ
て
何
も
な
い
状
態
で
し
た
が
、
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。



262令和 2 年度共存学公開研究会「東日本大震災被災地の復興活動十年を振り返る ～震災復興と伝統文化、福島十年の総括と今後～」

【写真 1】　震災直後のいわき市大國魂神社

浜下り神事　　 　　

【写真 2】　全国から集まった久之浜

　清掃ボランティア

【写真 3】　震災直後久之浜防潮堤上に設けられた

供養の献花台　　 　　　　
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【写真 4】　奇跡の社と呼ばれた被災直後の

久之浜稲荷神社　 　

【写真 5】　久之浜星廼宮神社跡を清掃する

ボランティア　　 　

【写真 6】　現在の久之浜の稲荷神社
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【写真 9】　新しい久之浜・大久地区観光マップ

【写真 7】　現在の久之浜諏訪神社

【写真 8】　新設された公民館（久之浜・大久ふれあい館）
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【写真 10】　久之浜の新しいメインストリート

【写真 11】　堤防の防災緑地化

　
【
写
真
11
】
が
先
ほ
ど
ご
覧
頂
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
き
出
し
だ
っ
た
堤
防
で
し
た
が
、
そ
こ
に
落
葉
広
葉
樹
を
植
え
て
緑
化
し
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。【
写
真
12
】
は
い
わ
き
市
の
海
岸
で
す
。
こ
こ
も
巨
大
堤
防
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。【
写
真
13
】
は
平
の
豊
間
の

浜
で
、
山
名
宮
司
の
大
國
魂
神
社
の
浜
下
り
が
通
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
海
を
見
つ
め
て
い
る
銅
像
が
建
っ
て
い
ま
す
。【
写
真
14
】
は
久

之
浜
の
南
の
方
に
新
し
い
施
設
が
で
き
ま
し
て
、
堤
防
を
造
り
緑
化
し
、
モ
ダ
ン
な
新
し
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
観
光
や

別
荘
地
に
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

【写真 12】　いわき市新舞子浜海岸
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【写真 13】　豊間海岸「海を見る」像

【写真 14】　合磯海岸堤防の緑化

【写真 15】　原町火力発電所北泉海水浴場

　

こ
の
よ
う
に
沿
岸
部
の
景
観
が
変

わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
浜
通
り
を
見

て
分
か
る
こ
と
は
、
大
量
の
空
地
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。【
写

真
15
】
は
原
町
の
火
力
発
電
所
で
す
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
で
き
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
福
島
第
一
原
発
や
第
二
原
発
も
あ

り
ま
す
し
、
火
力
発
電
所
が
岬
の
所
に

転
々
と
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
小

名
浜
な
ど
に
象
徴
さ
れ
ま
す
が
、
四
日

市
の
よ
う
な
巨
大
な
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な

ど
が
あ
り
ま
す
。更
に
海
岸
地
帯
に
は
、

見
る
か
ら
に
工
場
立
地
に
使
え
そ
う
な

広
大
な
空
き
地
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
活
用
を
さ
れ
る
の
か

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

心
の
復
活
と
い
う
こ
と
が
段
々
で
き

て
き
て
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
一
方
、
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土
地
の
利
用
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
非
常
に
懸
念
さ
れ
ま
す
。
土
地
に
関
し
て
は
二
極
分
解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
綺
麗
な
観
光
地
の

よ
う
な
美
し
い
モ
ダ
ン
な
地
域
の
出
現
と
、
何
も
な
い
、
工
場
立
地
に
最
適
な
土
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
二
極
化
が
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
が
希
望
に
も
な
り
、
落
胆
に
も
な
る
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
四
人
の
先
生
方
、
お
話
を
頂
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
や
は
り
心
の
問
題
、
こ
れ
が
十
年
経
過
し
解
消
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
な
明
る
い
希
望
と
い
う

の
を
感
じ
ま
し
た
。
以
上
で
コ
メ
ン
ト
を
終
了
し
ま
す
。
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表 1　宮城県・福島県下の浜下り神事分布表

宮城県
番号 平成合併前の

行政地名 神社名 通称 祭神 祭日 浜下り神幸地

1 本吉郡唐桑町御崎 御崎神社 おさきさん 大海津見神（配祀）素戔嗚尊
（合祀）日本武尊 1月 15 日（旧） 神社近く清浄な海岸

2 本吉郡唐桑町鮪立
早馬山 早馬神社 権現様 倉稻魂命 9月 19 日（旧） 舟で唐桑半島突端へ

3 気仙沼市亀山 大島神社 御田の神様 倉稻魂命 9月 15 日

4 気仙沼市字後九条 羽黒神社 倉稻魂命 10 月 10 日

5 気仙沼市魚町 五十鈴神社 天照皇大神�（配祀）大海津
見神素盞嗚神 3月 27 日 浦祭り・竜宮舟流し

6 気仙沼市東八幡前 八幡神社 鹿折八幡神社
應神天皇�（配祀）宇賀御魂
命巖杵嶋姫命�（合祀）大山
祇大神櫛御氣野命

9月 14 日

7 気仙沼市赤岩字上
羽田 羽田神社

月讀命倉稻魂命�（配祀）大
己貴命大雷神天照皇大神素
盞嗚尊少彦名命

8月 15 日（旧）

8 気仙沼市字波路上
岩井崎 琴平神社 こんぴらさん

大物主大神事代主大神�（配
祀）大海津見神�（合祀）譽田
別神櫛御毛氣野神雷神

8' 気仙沼市階上 秋葉神社

9 本吉郡本吉町大谷 須賀神社 お天王さん 須佐之男命 3月 15 日（旧） 大谷海岸

10 本吉郡本吉町津谷 御岳神社

水分大神�（配祀）水波能賣大
神�（合祀）一言主大神經津主
大神天兒屋根神天皇大神武
甕槌神須佐之雄命迦久槌大
神譽田別天皇

9月 22・23 日 登米沢浜

11 本吉郡歌津町
田の浦 八幡神社 譽田別尊 4月 15 日 田の浦浜

12 本吉郡歌津町 尾崎神社 上筒男命�中筒男命�底筒男命

13 本吉郡志津川町波
伝谷 戸倉神社 戸倉明神 武内宿禰�國常立命�天兒屋

根命 3月 3日 塩筒池

14 登米郡東和町米谷 秈荷神社
伊弉諾尊�伊弉冉尊�（配祀）
應神天皇� 面足命�（合祀）
五十猛命�建御名方命�經津
主命�武甕槌命�

5 月 1 日

15 登米郡東和町米谷
楼台 鳥海神社 とりのうみ 倉稻魂命 9月 15 日（旧） 恩田川

16 石巻市雄勝町 船魂神社

17 石巻市雄勝町大字
大須字大須 八幡神社 譽田別命 3月 15 日（旧）

18 石巻市雄勝町 五十鈴神社

19 石巻市雄勝町大字
桑浜 白銀神社 金山毘古神�金山毘賣神 3月 19 日（旧）

21 石巻市寄磯 熊野神社 家都御子命 4月 10 日

22 牡鹿郡牡鹿町大字
鮎川浜 金華山神社 きんかさん神社 金山毘古神�金山毘賣神� 5 月上巳の日 海上の祓い

23 牡鹿郡牡鹿町大字
鮎川浜 熊野神社 伊弉册命 （合祀）素盞嗚尊 

天照大神 7 月 15 日

24 石巻市大字田代浜 稲荷神社 倉稻魂命 9 月 9 日（旧） 白浜

25 石巻市桃浦 五十鈴神社 天照皇大神 3 月 2 日
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26 石巻市小竹 三枝神社

27 石巻市小竹 厳島神社

28 石巻市狐崎 稲荷神社

29 石巻市牧山 零羊崎神社 まぎやま
じんじゃ 豐玉彦命 5月8日・10月8日 長浜海岸

30 石巻市日和山 鹿島御児神社 ひよりやま神社 武甕槌命�鹿嶋天足別命 5月第二日曜 雲雀野海岸

31 加美郡中新田町四
日市場 鹿島神社 かしま様 武甕槌神 9月 10 日 宮城郡」松ヶ浜

32 加美郡宮崎町麓 熊野神社 くまの様 天照皇大神�伊邪那岐命�伊
邪那美命� 3月15日（旧） 鳴瀬川河口→沖ノ明

神岩
33 仙台市木ノ下 白山神社 伊邪那岐神 4月節供 深沼

34 仙台市茂庭 生出森八幡神社 おいでもり
はちまん 應神天皇 4月 20 日 名取川生出橋付近

35 桃生郡北上町橋浦 愛宕神社 火産靈神�火之炫毘古神 6月24日 北上川

36 牡鹿群女川町江の島 久須師神社 少彦名神 5月 8日 舞の浜

37 牡鹿群女川町 三國神社 彦火火出見命 4月 18 日

38 牡鹿郡女川町出島 八雲神社 素戔嗚尊 5月 15 日 桟橋

39 牡鹿郡牡鹿町網地
島長渡 雷神社 3月 15 日（旧） 海

40 名取市 館腰神社

倉稻魂神�大宮姫神�猿田彦
神�大雷神�須佐之男命�武甕
槌神�御氣野神�伊邪那美神�
譽田別尊�羽山津見命�熊野
櫛御食野命�中井新三郎�稻
田姫命�天照大御神

4月 10 日

41 ① 名取市高館吉田字
舘山 熊野那智神社

伊弉冉命�早玉男命�建御賀
豆智命�大山咋命�倉稻魂命�
大那牟遲命

6月10日 閖上浜

41 ② 名取市高舘熊野堂
字五反田 34 熊野本宮社 伊弉冉尊 4月 18 日 北釜浜

41 ③ 名取市高舘熊野堂
字岩口上 熊野新宮神社 速玉男命�伊弉諾尊�事解男

命 4月�19日 閖上浜

42 亘理郡山元町高瀬
字笠野 八重垣神社 お天王さま

素盞嗚尊�（合祀）建御名方
神�天之御中主神�宇迦之御
魂神�雷神

6月 15 日 笠野浜

亘理郡山元町山寺
字浜 青巣稲荷神社

宇迦之御魂神�（合祀）綿津
見神�大山咋神�忍穗耳之命�
熊野加武呂岐櫛御食野命

4月3日

44 亘理郡亘理町荒浜
字明神西 川口神社

宇迦之御魂神�大海津見神�
（配祀）大山祇神�（合祀）水
波之賣命�譽田別尊�保食神�
鳴雷神�埴山姫神

4月 20 日 海岸

45 角田市横倉字
馬場内 愛宕神社 火之迦具土命�大國主神�神

倭伊波禮毘古命 9月 24 日 近くの用水掘

46 伊具郡丸森町 八雲神社 お天王さん 建速須佐之男命� 6 月 15 日（旧） 近くの川
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1 新地町埒木崎 八重垣神社 天王様 須佐男之命 4月 3日 埒浜

2 新地町福田 諏訪神社 建御名方命 5月 2日 埒浜

3 新地町福田 水神社 水波能賣命 4月 3日 釣師浜

4 新地町駒ヶ嶺 子眉嶺神社 奥の相善宮 豐受比賣命 3月 7日 今神浜

5 相馬市柏崎 日吉神社 山王権現 大山咋之 3月 13 日 磯部浜

6 相馬市赤木 日吉神社 山王様 大山咋神 4月 15 日 磯部浜

7 相馬市磯部 稲荷神社 寄木明神 豐受姫神�寄木明神 3月最終日曜日 磯部浜

8 相馬市磯部 天王神社 不明 6月 15 日 磯部浜

9 相馬市蒲庭 八竜神社 不明 4月 8日 蒲庭浜

10 相馬市蒲庭 熊野神社 不明 4月 8日 八沢浜

11 飯館村大倉 山津見神社 十六善神 山祇神 4月 20・21 日 海老浜

12 飯館村草野 綿津見神社 八竜大明神
大綿津見神�闇於加美神�玉
依姫命�五十猛神�（配祀）鎌
倉權五郎景政

4月 29 日 烏浜

13 飯館村佐須 山津見神社 佐須の山の神様 大山祇尊 3月 17 日

14 鹿島町上栃窪 八竜神社 不明 4月 8日 海老浜

15 鹿島町御山 葉山神社 不明 4月 8日 海老浜

16 鹿島町山下 山王神社 不明 烏浜

17 鹿島町大字岡和田 降居神社 瓊瓊杵命 4月 8日 烏浜

18 鹿島町寺内 男山八幡神社 八幡さま 譽田別命�息長足姫命�建御
名方神 4月中旬土・日 烏浜

19 鹿島町江垂 日吉神社 山王社 大山咋命�（合祀）綿津見大
神�猿田彦神�熊野神 4月中旬土・日 烏浜

20 鹿島町右田 薬師堂 4月 8日 高屋浜

21 鹿島町右田字剣宮 御
み と

刀神社 おつるぎ様 經津主神 4月 15 日 高屋浜

22 鹿島町大字北海老 鶏足神社 宇比智迩神 4月 8日 海老浜

23 鹿島町海老 虚空蔵尊 3月 21 日（旧） 海老浜

24 鹿島町鹿島 鹿島御子神社 天足別命�志那都比古命�志
那都比賣 4月 20 日 右田浜

25 鹿島町大内 愛宕神社 不明 6月 24 日 烏浜

26 鹿島町大内 浮津神社 不明 4 月 9 日 烏浜

27 鹿島町烏崎 津神社 不明 4 月 8 日 烏浜

28 鹿島町烏崎 八竜神社 不明 4 月 8 日 烏浜

29 原町市大原 八竜神社 不明 4 月 17 日 萱浜

30 原町市信田沢 雷神社 雷神 4月 17 日 萱浜

31 原町市泉 出羽神社 不明 4月 15 日 北泉浜

32 原町市萱浜 八竜神社 不明 4月 8日 萱浜

33 原町市馬場 八竜神社 不明 4月 8日 雫浜

34 原町市江井 八竜神社 不明 4月 8日 小浜

35 小高町大井 益
ますたみね

多嶺神社 甲子大国社 大國主命�少彦名 4月 8日 塚原浜

36 小高町蛯沢 稲荷神社 倉稻魂 2月初午 浦尻浜

37 浪江町棚塩 貴船神社 不明 9月 19 日 棚塩浜
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38 浪江町請戸 苕
く さ の

野神社 安
あんばさま

波様 闇淤加美神�五十猛神�大屋
津姫命�抓津姫命 1月 24 日 請戸浜

39 双葉町中田 稲荷神社 稻蒼魂命�大己貴命�大宮姫
命�太田命�保食命 2月初午 中浜

40 大熊町熊 秋葉神社 不明 2月 18 日 熊川浜

41 富岡町上手岡 麓山神社 はやま様 麓山祇命 9月 15 日 小良浜

42 富岡町本岡 諏訪神社 お諏訪さま 建御名方命�御穗津津美命 4月 8日近日曜 仏ヶ浜

43 富岡町下郡山 四十八社山神社 八
はっしゃやま

社山 海津見神 10 月 10 日

44 楢葉町竜田 竜田神社 風の宮 志那都毘古命�（配祀）志那
都毘女命 9月 29 日 井出浜

45 楢葉町山田岡 出羽神社 宇迦之御魂命�（配祀）櫛御
氣野命�麓山祇之命 4月第 2日曜 山田浜

46 楢葉町上小塙 大滝神社 伊邪那美命�速玉之男命�大
事忍男命�瀬織津姫命

4月第 2木曜日
5日間 山田浜

47 広野町上浅見 大滝神社 瀬織津比賣 4月 8日 下浅見浜

48 広野町下浅見 鹿島神社 武甕槌神�經津主神� 4 月 8 日 下浅見浜

49 広野町折木 八雲神社 天王様 素盞嗚尊 6月 15 日 末次浜

50 いわき市久之浜町
大字末続 見渡神社 國常立尊 4月 8日 末次浜

51 いわき市久之浜町
久之浜 諏訪神社 お諏訪様 建御名方命�八坂刀賣命�（合

祀）建速須佐之男命 5月 4日 大久川河口

52 いわき市久之浜町 愛宕神社 不明 5月 4日 大久川河口

53 いわき市久之浜町 神社名不明 不明 4月 8日 大久川河口

54 いわき市久之浜町
久之浜 津守神社 明神さま 大海津美神 5月 4日 大久川河口

55 いわき市大久村大
字小久 熊野神社 熊野さま 速玉男命�伊弉册命�事解男

命 5月 4日 大久川河口

56 いわき市久之浜町
田ノ網 三島神社 三嶋さま 大山祇命 6月 15 日 田ノ網浜

57 いわき市四倉町上
仁井田 諏訪神社 建御名方命 5月 4日 四倉浜

58 いわき市四倉町 安房神社 不明 4月 8日 四倉浜

59 いわき市四倉町西 羽黒神社 出羽神社 伊弖波神 5月 4日 四倉浜

60 いわき市仁井田 諏訪神社 4月 8日 仁井田浜

61 いわき市四倉町
玉山 十市神社 伊佐奈伎命 5月 4日 四倉浜

62 いわき市四倉町
白岩 鹿島神社 武甕槌命 5月 3日 四倉浜

63 いわき市四倉町
名木 八幡神社 譽田別命 5月 4日 仁井田浜

64 いわき市四倉町
狐塚 稲荷神社 倉稻魂神 5月 4日 仁井田浜

65 いわき市原高野 大神宮 不明 4月 8日 四倉浜

66 いわき市下神谷 愛宕花園神社 権現様 珂遇突智命�木花開爺姫命�
瓊瓊杵命 5月 3日 新舞子浜

67 いわき市平中神谷 立鉾鹿島神社 武甕槌神 5月 5日 新舞子浜

68 いわき市平中神谷 出羽神社 羽黒様 大物忌命 9月 15 日 沢帯海岸

69 いわき市平菅波 大国魂神社 菅波様、菅波の
明神様

大己貴命�事代主命�少彦名
命 5月 4日 豊間浜
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70 いわき市平下大越 白山神社 菊理比賣命�伊邪奈伎命�伊
邪奈美命 5月 4日 下大越の浜

71 いわき市平下大越 八坂神社 6月 15 日 下大越の浜

72 いわき市平藤間 新山神社 大日ルメ貴命 5月 4日 藤間の浜

73 いわき市上高久 二荒神社 日光様 田心姫命�大己貴命
事代主命 5月 5日 薄磯の浜

74 いわき市平下高久 八剣神社 明神様 日本武尊 5月 4・5日 薄磯の浜

75 いわき市平中山 佐麻久嶺神社 中山様 五十猛命 5月 4・5日 薄磯の浜

76 いわき市下山口 二荒神社 日光大権現様 事代主命�（配祀）徳川家康 5月 5日 薄磯の浜

77 いわき市平神谷作 鹿島神社 武甕槌神 5月 4日 沼之内浜

78 いわき市平薄磯 薄井神社 大綿津見神 5月 4日 薄磯の浜

79 いわき市常磐上矢
田花木下 鹿島神社 武甕槌神 5月 3日 江名浜

80 いわき市鹿島町上
蔵持 白山神社 菊理姫命 5月 5日 江名浜

81 いわき市鹿島町下
蔵持 熊野神社 五十猛命�速玉男命

伊弉册命�泉津事解男命 5月 5日 江名浜

82 いわき市平豊間 諏訪神社 健御名方神�八坂刀賣命 5月 4日 豊間二見浦

83 いわき市江名 諏訪神社 建御名方命 5月 4日 江名浜

84 いわき市折戸 根渡神社 表筒之男命�中筒之男命
底筒之男命 5月 5日 折戸浜

85 いわき市中之作 諏訪神社 建御名方命 5月 4日 中之作浜

86 いわき市永崎 稲荷神社 宇迦御魂大神 5月 4日 永崎浜

87 いわき市小名浜
諏訪町 諏訪神社

建御名方命�八坂刀賣命�（配
祀）�春日大神�八幡大神
船靈大神�大歳御祖大神�

5 月 4 日 小名浜

88 いわき市小名浜
南豊岡 鹿島神社 武甕槌命 5月 4日 小名浜

89 いわき市常磐
湯本町 温泉神社 湯

ゆうぜんさま

泉様 少彦名命�大己貴命�（配祀）
事代主命 5月 2日 下川神笑海岸

90 いわき市常磐
関船町 諏訪神社 建御名方大神�（配祀）下照

姫大神 5月 4日 下川神笑海岸

91 いわき市水野谷 八坂神社 不明 5月 4日 小名浜

92 いわき市下船尾 諏訪神社 不明 不明 小名浜

93 いわき市玉川 住吉神社 不明 10 月 12 日 小名浜

94 いわき市山田町
岸ノ内 諏訪神社 不明 不明 岩間の浜

95 いわき市渡辺町
中釜戸 諏訪神社 釜戸のお諏訪さま 建御名方命 不定 大剣海岸

96 いわき市常磐
藤原町 熊野神社 速玉之男神�伊邪那美命

事解之男神 4月 8日 小名浜

97 いわき市常磐
白鳥町龍ヶ崎 熊野神社 速玉之男神�伊邪那美命�事

解之男神 5月 5日 小名浜

98 いわき市常磐
西郷町金山 金山神社 金山彦命�金山比賣命 5月 5日 小名浜

99 いわき市常磐
長孫町八幡平 八幡神社 長

おさまごはちまんぐう

孫八幡宮 譽田別命 5月 5日 小名浜

100 いわき市常磐岩ヶ岡町山王作 日吉神社 山王さん 大山咋命 5月 5日 小名浜
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表 1　宮城県・福島県下の浜下り神事分布表（続き）

福島県
番号 平成合併前の

行政地名 神社名 通称 祭神 祭日 浜下り神幸地

101 いわき市常磐馬玉町大久保 牛神社 馬
まだまうしみやしゃ

玉牛宮社 大日ルメ命 5月 5日 小名浜

102 いわき市渡辺町洞 鹿島神社 武甕槌之大神 4月 14 日近
日曜日 大剣海岸

103 いわき市泉町小山 鹿島神社 武甕槌之大神 5月 3日 大剣海岸

104 いわき市泉 諏訪神社 健御名方命�譽田別命 5月 3日 大剣海岸

105 いわき市泉町下川 出羽神社 宇迦御魂命 5月 5日 大剣海岸

106 いわき市泉町下川 根渡神社 瀬織津姫命 5月 5日 大剣海岸

107 いわき市泉町下川 津神社 綿津見命 5月 5日 大剣海岸

108 いわき市小浜町台 愛宕神社 愛宕権現 迦具土神 7月第３日曜日 小浜の浜

109 いわき市小浜町中ノ作 那智神社 那智権現 伊佐那岐命�伊佐那美命 7月第３日曜日 小浜の浜

110 いわき市錦町鬼越下 鬼越神社 不明 4月 8日

111 いわき市錦町宮前 八坂神社 不明 不明

112 いわき市錦町中ノ町 星之宮神社 不明 不明

113 いわき市勿来町四沢伊勢林 伊勢両宮神社 天照皇大神�豐受大神
天照皇大神�豐受大神 関田浜

114 いわき市御斎所山 熊野神社 不明 8月 1日 錦の須賀の海岸

115 いわき市山田町上山田堀ノ内 北野神社 天神様 菅原道眞 4月 8日 岩間の浜

116 いわき市大林 鹿島神社 不明 4月 8日 岩間の浜

117 いわき市山田町社岡 月山神社 不明 4月 8日 岩間の浜

118 いわき市小山田 武塔神神社 不明 4月 8日 岩間の浜

①�宮城県については、小野寺正人「宮城県における浜降り神事について」『東北民俗』第 6輯、昭和 46 年発行を
参考にした。
②�福島県については、福島県立博物館編『福島県における浜下りの研究』（福島県立博物館学術調査報告書第 28 集）
平成 9年刊、及び岩崎敏夫『本邦小祠の研究―民間信仰の民俗学的研究』岩崎博士学位論文出版後援会、昭和
38 年刊を参考にしながら、新たなデータ（神社本庁制作『平成祭データ』平成 7年発行）を加えて作成した。


